
 

 

 

 

埼玉県立総合教育センター 

 
はじめに
   
  新学習指導要領では、学習の基盤となる資質・能力の一つに改めて
情報活用能力を位置づけ、各教科におけるＩＣＴを活用した学習活動
の一層の充実を目指しています。 

  また、「ＧＩＧＡスクール構想」への対応により、本県においても
令和２年度末にはＢＹＯＤ用高速大容量通信ネットワークの整備が相
当程度進む予定です。今後、各学校ではＩＣＴを積極的に活用して生

徒一人一人に個別最適化された学びを実現することによって、創造
性を育み、資質・能力を確実に育成することが重要です。 

  県立総合教育センターでは、この度、各学校のＩＣＴを活用した学習活動を支援する
ため「『ＧＩＧＡスクール構想』時代のＩＣＴ活用ガイド」を作成しました。ガイドで
は、ＢＹＯＤ環境における具体的な学びのイメージを示すとともに、指導にすぐ活かせ
るようＩＣＴ活用レシピを教科ごとに掲載してあります。本冊子は、その概要を示した
ダイジェスト版です。 

  各学校におかれましては、昨年発行の「令和２年度高等学校ＩＣＴ活用事例集」と併
せて、「ＧＩＧＡスクール構想」時代のＩＣＴの一層の活用に向けて参考にしていただ
くようお願いします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイジェスト版では、学習場面の一部を紹介しています。詳細は、本編をご覧ください。 

 

埼玉県マスコット「コバトン」 

 

 
○一斉学習 

Ａ１ 教師による教材の提示：電子黒板等を用いた分かりやすい課題の提示 

○個別学習 

Ｂ１ 個に応じた学習 ：一人一人の習熟の程度などに応じた学習 

Ｂ２ 調査活動    ：インターネット等による調査 

Ｂ３ 思考を深める学習：シミュレーション等を用いた考えを深める学習 

Ｂ４ 表現・制作   ：マルチメディアによる表現・制作 

Ｂ５ 家庭学習    ：タブレット P C等の持ち帰りによる家庭学習 

 

○協働学習 

Ｃ１ 発表や話合い    ：考えや作品を提示・交換しての発表や話合い 

Ｃ２ 協働での意見整理  ：複数の意見や考えを議論して整理 

Ｃ３ 協働制作      ：グループでの分担や協力による作品の制作 

Ｃ４ 学校の壁を越えた学習：遠隔地の学校等との交流 



 

 

 レシピ①  高等学校 国語 

       国語総合 小説「羅生門」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               
 レシピ②  高等学校 地歴・公民 

       現代社会「持続可能な開発目標(SDGs)と私たち」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

Ｃ３ 

Ｃ１ 発表や話合い（１５分） 

 ） 
【活用の流れ】 

【使用するアプリ等】 

Google スプレッドシート 

Google スライド 

協働制作（１５０分） 

 ） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

◎情報収集をし、調べた内容を共有させる。また、プレゼンテーションアプリを活用し 

 発表資料を作成する。 

◎ Google フォームを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、 

 他者の意見から学ぶ機会を設定する。 

【使用するアプリ等】 

Google フォーム 

 
 Google スプレッドシートにより 
共有することもできる 

 
感想を読み上げたり、生徒相互で確認させたりし 

新たな気付きを与えることで学習意欲を高める 

  Google スプレッドシート作成例 

 Google スライド作成例 

 
ノートを活用し発表原稿の 

ための原稿を作成する 



 

 

 レシピ③  高等学校 数学 

       数学Ｂ「空間座標とベクトル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               
 レシピ④  高等学校 理科 

       地学基礎 地球の変遷「宇宙、太陽と地球の誕生」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

Ｂ３ 思考を深める学習（２０分） 

 ） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

Ｂ２ 調査活動（４０分） 

 ） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

◎ Mitaka（ミタカ）を活用し、太陽系や大規模構造について理解を深める。 

【使用するアプリ等】 

GeoGebra（ジオジェブラ） 

【使用するアプリ等】 

Mitaka（ミタカ） 

◎ GeoGebra（ジオジェブラ）を活用し、実際に空間座標について 

視覚的に把握する活動を行う。 

 教師が教材作成 

 生徒が使えるよう設定 

 生徒が入力 

 生徒が実際に動かして理解を深める 

 地球の全体像を見る 

 
銀河系、宇宙の果てまで  
ズームアウトする 



 

 

 レシピ⑤  高等学校 保健体育 

       保健「現代社会と健康」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               
 レシピ⑥  高等学校 外国語 

       英語表現Ⅱ「英語でニュース番組を作ってみよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

Ｃ３ 協働制作（１００分）※５０分×２ 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

Ｃ１ 発表や話合い（２０分）※１０分×２ 

 ） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

◎ Google フォームを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し 

 他者の意見から学ぶ機会を設定する。 

◎班ごとに Google スライドの共同編集機能を活用して、発表資料を作成する。 

【使用するアプリ等】 

Google スライド 

 

【使用するアプリ等】 

Google フォーム 

 Google スライドを共同編集で作成 

 図やフリー素材を挿入 

 ノートに読み原稿を作成し共有させる 

 GoogleフォームのＱＲコードを作成 

 Googleフォームで小テストを実施 

活用レシピ 



 

 

 レシピ⑦  高等学校 家庭 

       家庭総合「食生活の科学と文化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               
 レシピ⑧  高等学校 情報 

       社会と情報「情報社会に関する法規や制度と個人の責任」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

Ｂ５ 家庭学習（５０分） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【使用するアプリ等】 

Google フォーム 

Google スライド 

Ｃ３ 協働制作（１５０分） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

◎ Google フォームで、学んだことの小テストと解答を作成する。さらに Google スライド

の共同編集機能を活用して、問題の解説を発表するための資料を作成する。 

◎ Google Classroom への課題提出と実践中の質問の受付をし、実践報告書を作成

して提出させる。 

【使用するアプリ等】 

Google Classroom  

【活用の流れ】 

 
 Google Classroom の「授業」に課題の指示・提出 

期限についての連絡と課題資料を添付する 

 生徒は課題を Google ドライブに提出する 

 
 Google フォームでの 

小テスト作成例   

 
共同編集で作成した 

 Google スライドの例   



 

 

 レシピ⑨  高等学校 工業 

       原動機「自動車の発達と社会生活」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               
 レシピ⑩  高等学校 商業 

       マーケティング「市場調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【使用するアプリ等】 

Google フォーム 

Ｂ１ 個に応じた学習（１５分） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

Ｃ２ 協働での意見整理（２０分） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

◎ Google Jamboard を活用し、アイデアを出し合う。 

◎蒸気自動車・ガス機関・電気自動車・ガソリン機関の良い点と悪い点を 

  Google フォームに記入する。 

【使用するアプリ等】 

Google Jamboard 

 
授業終わりに Google フォームで 
小テストを行うことを告知する  

 長所・短所を簡潔にまとめられるように板書を工夫 

 
調査する目的や対象を確認し 

調査内容のアイデアを入力する  

 他の人のアイデアに自分のアイデアを追加する 

 
選択肢なども 

併せて検討  



 

 

 レシピ⑪  高等学校 福祉 

       社会福祉基礎「社会福祉思想の流れと福祉社会への展望」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

埼玉県マスコット「さいたまっち」「コバトン」 

おわりに 
 

  今後、ＩＣＴ環境の整備が加速度的に進む中、各学校において

は、より一層のＩＣＴを活用した指導方法の研究、実践が求めら

れます。本ガイドには、教員一人一人がＩＣＴを活用した各教科

の指導ですぐに使える具体的なアイディアを掲載してあります。

本編は、県立総合教育センターのホームページで御覧いただけま

すので、御活用ください。 

ＵＲＬ：https://www.center.spec.ed.jp/ict 活用ガイド 

 

  また、その他にも様々な場面で活用することができる「 G Suite 

for Education 」の基本的な操作に関するマニュアル等も公開し

ています。県立総合教育センターでは、これからも「ＩＣＴを活

用した新たな学びの創造」に向け、各学校の取組を支援してまい

ります。 

 

 

 編集・発行 埼玉県立総合教育センター 

               令和３年３月 発行 

       〒361-0021 埼玉県行田市富士見町 2-24 

         TEL 048-556-6164 FAX 048-556-3396 https://www.center.spec.ed.jp/ 

本編はコチラから↑ 

Ｃ２ 協働での意見整理（５０分） 

 ） 

◎Web フォーム作成ツールを活用し、生徒が入力した感想・疑問点をその場で共有し、他者

の意見から学ぶ機会を設定する。 

【活用の流れ】 

◎ Google Jamboard を活用して、近隣の取組を挙げながら、支援方法を出し合う。 

【使用するアプリ等】 

Google Jamboard 

 
各項目について付箋機能を活用して 

情報を整理し具体的な対策を考える 

 グループで共有する 

https://www.center.spec.ed.jp/ict活用ガイド

